
第 3回治水部会検討会（2003.7.7 開催）結果報告 2003.7.11 庶務発信 

開催日時：2003 年 7月 7日（土） 13：30～16：40 

場  所：京都リサーチパーク 2階 ルーム 1 

参加者数：委員 10名、他部会参加委員 2名 河川管理者 24名 

１ 決定事項 

・次回の部会は 8/25 に開催し、部会としての意見とりまとめ案を議論する予定。それまでに、

メールやファクス等を用いて意見交換を行い、とりまとめを進める。 

２ 検討内容 

①他部会、委員会ＷＧの状況報告 

庶務より、資料 1「委員会および各部会の状況」をもちいて、委員会及び他部会の活動状況

等について報告が行われた。 

②説明資料(第 2稿)の検討について 

  資料 2-2「説明資料(第 1稿)および（第 2稿）等の治水部会に関連する部分についての論点、

意見等」をもとに、各委員が河川管理者に確認しておきたい点、特に強く言っておきたい点な

どを発表し、それをもとに委員と河川管理者とで意見交換を行った。 

＜主な議論、意見＞ 

・「塔の島地区の 1500m3/s 整備の必要性に疑問を感じる。S28 年洪水時、宇治地区では 1700m3/s

が流れて破堤しなかったと聞いている。疎通能力をどの程度と考えるかが大きなポイントにな

るので、堤防強化によって越水しても破堤を回避できるようになれば、整備の内容が大きく変

わってくるのではないか」との意見が出され、河川管理者より「S28 年洪水時の塔の島地区の

状況について整理する」との返答があった。 

○森林が河川に与える影響について 

・「治水面への効果がある一方、水を溜めるので河川への流出量が減少する、など多面的に考える

必要がある」「第 2稿では、森林だけではなく、水田等、河川の外側でどんな変化が起きている

のかを記述した方がよい」といった意見が出された。 

○ハザードマップ等による住民への情報提供について 

・「ハザードマップの周知率が低すぎるのが問題」「作成・周知主体である自治体への河川管理者

の関与の仕方を整理してはどうか」等の意見が出された。 

○狭窄部の治水対策の目標設定について 

・「猪名川の狭窄部については目標が過大ではないか」「猪名川の上流は S35 年洪水を、下流は S28

年洪水を整備の目標としているのは、おかしい」との意見が出され、河川管理者より「狭窄部

を開削しないので、狭窄部上流では既往最大規模の降雨を目標とした」「これまでの治水の考え

方を転換しており、下流については従来のような目標を設定する考え方はしていない。治水効

果を示すシミュレーションの前提条件として、S28 年洪水を用いただけである」との返答があ

った。 



○ダムの代替案について 

・委員から「他との協議が必要であることを理由に代替案を検討から外すのは、提言の趣旨に反

している」「穴開きダムや洪水時のみ水を貯めるダムなど、従来とは全く違った視点で考えるべ

き」等の意見が出された。 

以上

※ このお知らせは委員の皆様に会議の結果を迅速にお知らせするため、庶務から発信させて頂く

ものです。審議の主な内容については「結果概要」を参照下さい。 


